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改善の重点 

① 「理科の見方・考え方」を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどの科学的に探

究する学習活動を通して、理科で育成を目指す資質・能力を育むための単元及び１単位時間

の授業を構想すること。 
② 「観察、実験の代替」としてではなく、理科の学習の一層の充実を図るための有用な道具と

して ICT を位置付け、１人１台端末を活用する場面を適切に選択し、効果的に活用すること。 
 
１ 設定理由 

 中学校学習指導要領第２章第４節理科の第３「指導計画の作成と内容の取扱

い」には、「単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・

能力の育成に向けて、生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにす

ること。その際、理科の学習過程の特質を踏まえ、理科の見方・考え方を働か

せ、見通しをもって観察、実験を行うことなどの科学的に探究する学習活動の

充実を図ること。」とある。 
右は、中学校理科における探究の学習過程の例を示している。探究の過程を

通して、理科で育成を目指す資質・能力を育むことが求められているが、必ず

しも１単位時間の授業の中で、全てが実現されるものではない。単元など内容

や時間のまとまりの中で、問題を見いだし観察、実験を計画する学習活動をど

こに設定するか、観察、実験の結果を分析し解釈する学習活動をどこに設定す

るかなど、生徒の実態に応じて、必要な学習活動や時間を検討し、単元を組み

立てることが重要である。 
また、観察、実験などの指導に当たっては、直接体

験が基本であるが、指導内容に応じて、適宜コンピュ

ータや情報通信ネットワークなどを適切に活用するこ

とが求められる。右は理科の特質に応じた ICT 活用例

である。「観察・実験の代替」としてではなく、理科の

学習の一層の充実を図るための有用な道具として ICT
を位置付け、１人１台端末を活用する場面を適切に選択し、資質・能力の育成につなげることが重

要である。 
 
２ 研究を進めるに当たって 

（１）実践に当たっては、以下の点に留意すること。 

① 科学的に探究する学習活動を含んだ単元の指導と評価の計画を作成すること。また、「おお

むね満足できる状況」と判断する生徒の具体的な姿を想定した評価規準を設定すること。 
② 理科の特質に応じた１人１台端末の活用場面を適切に位置付け、資質・能力の育成に向け

て効果的な活用を図ること。 
（２）参考とすべき資料 

① 「早わかり！単元指導計画の作成手順」（大分県教育委員会ウェブサイト）） 
② 「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（国立教育政策研究所） 
③ 理科映像事例集（国立教育政策研究所ウェブサイト） 
④ StuDX Style（文部科学省ウェブサイト） 
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